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量は体重（r=-0.664, p<0.001）、BMI（r=- .711, p<0.001）および体脂肪量（r=-0.461, p<0.05）の変化量と
負の相関を示し、さらにBMIの減少量がアディポネクチンの増加に対する独立した説明変数であった（r2=0.505, 
p<0.001）。 
【結論】若年男子肥満者のアディポネクチンは体組成（体脂肪率、BMI）と強く関係しており、さらにアディポ
ネクチンの増加には、運動形態に関係なく運動を介した体組成の改善が関与することが示された。 
 
 よって、本研究は若年肥満者における低アディポネクチン血症の規定および改善因子の解明に寄与しており、
本研究者は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと認められた。 
